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時代対照年表
年代 日本 日本・沖縄・浦添の主な事項

鎌
倉
時
代

南
北
朝
時
代

室
町
時
代

江
戸
時
代

昭
和
時
代

平
成
時
代

平
安
時
代

戦
国
時
代

安
土
桃
山
時
代

明
治
時
代

大
正
時
代

古
代

中
　世

近
　世

近
　代

現
　代

１１８７ 舜天即位と伝わる
この頃浦添グスク築城

１２６０ 英祖即位と伝わる

１３５０ 察度即位と伝わる

16世紀初頭 尚維衡、浦添グスクに居住

１５８９ 浦添出身の尚寧、国王となる

１６０９ 薩摩侵入で、浦添グスク落城

１７５９ 尚寧王妃の遺骨を天山陵から移葬

１８５２ 「右御墓」（西室）の「殉死ノ者共」
の骨を厨子に納める

２００５ 浦添ようどれの復元完了

１９５５ 琉球政府が浦添ようどれの墓室を
修復

１７６８ 浦添ようどれ・玉陵ではじめて
清明祭を行う
大地震で浦添ようどれの
石垣所々崩壊
浦添グスクに番所があったと伝わる

１６２０ 尚寧王、浦添ようどれを改修して
一族の墓を移す

１４２９ 尚巴志、三山統一

１４０６ 浦添グスク滅びる
この頃から浦添グスク荒れ果てる

１２６５～１２７４ 極楽山（浦添ようどれ）・
極楽寺造営

14世紀前半
～15世紀前半

浦添ようどれの石垣造営
（発掘調査）

１１９２ 源頼朝、鎌倉幕府開く

１２７４ 蒙古襲来（文永の役）

１９４５ 沖縄戦で浦添ようどれ壊滅

１８５３ ペリー浦賀に来航、那覇にも寄港

１８７９ 沖縄県設置

１９７２ 沖縄日本復帰

１６０３ 徳川家康、江戸幕府開く

１４７０ 尚円の即位
１４７７ 尚真の即位

１３１４ 三山対立始まる
この頃浦添グスクの規模が拡大
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普天満参詣道
（当山の石畳道）
普天満参詣道
（当山の石畳道）

浦添城跡浦添城跡

中頭方西海道
（安波茶橋と石畳道）
中頭方西海道
（安波茶橋と石畳道）

美術館美術館

浦添運動公園浦添運動公園

てだこホールてだこホール

伊祖公園伊祖公園

浦添大公園浦添大公園

図書館図書館

市役所市役所

浦添郵便局浦添郵便局
浦添警察署浦添警察署

伊祖城跡伊祖城跡

玉城朝薫の墓玉城朝薫の墓

N

　琉球王府時代の街道
の一部で牧港川の谷間
の坂道に残る長さ約
200m、幅約3mの石畳
道です。

普天満参詣道
（当山の石畳道）

中頭方西海道
（安波茶橋と石畳道）
　安波茶橋は小湾川の
上流に架けられた二つの
石橋で、首里から中頭・国
頭方面へ向かう中頭方
西海道のルート上にあり
ます。1597年、首里から
浦添グスクまでの道を整
備する際に石橋へ造り替
えられたと考えられていま
す。

　英祖王の出生地とも
いわれる伊祖グスクは、浦
添グスクの北西約１.５km
の地に築かれた比較的
小規模な城です。丘陵を
取り囲む形で巡らされた
石垣には切石積みと野
面積みの二種類が見ら
れます。

伊祖城跡

国指定
史跡

国指定
史跡

県指定
史跡

市指定
史跡

国指定
史跡

玉城朝薫の墓
たまぐすくちょうくんのはか
　組踊は踊奉行の玉城朝薫
（1684～1734）が創作した琉球
国劇で、1719年に冊封式典の宴
席で上演したのが始まりと伝えられ
ています。玉城朝薫の墓は17世
紀後半から18世紀前半に造られ
たと考えられており、内部は天井を
石柱で支えるという珍しい構造に
なっています。

「組踊」の創始者の墓

　浦添グスクは首里城
以前の中山王（英祖王
統・察度王統）の居城
だったといわれています。
標高130～140mの琉
球石灰岩の丘陵に築か
れた天然の要害で、遠く
は読谷や慶良間諸島ま
で見渡せ、今なおその風
格を漂わせています。

浦添城跡
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1609年に薩摩の
島津氏が攻めてき
て、琉球は敗れまし
た。尚寧は捕虜とし
て薩摩や江戸に連
行され、二年後に琉
球へ帰ってきます。

1260年に義本か
ら王位を譲られた
といわれます。父
親は伊祖 城にい
た伊祖按司で、恵
祖世主と呼ばれて
いました。

首里城と浦添城を
つないだ王。

太陽の子と
いわれた王。

尚
しょうねい

寧

察度は1372年に明
の皇帝の招きに応
じて使者を送り、初
めて中国と正式に
国交を結びました。
また留学生も派遣
しています。

父親は源為朝、母親は
大里按司の妹といわれ、
若くして浦添按司とな
り、1187年に国王・天孫
氏から王位を奪った利勇
を倒し、人々に推されて
王になりました。

貿易立国の
基礎を築いた王。

伝説に
つつまれた王。

察
さ っ と

度 舜
しゅんてん

天

英
え い そ

祖

歴
代
の
王
た
ち
の
眠
る
墓

浦う
ら
そ
え
う
ど
ぅ
ん

添
御
殿
の
墓

栄
華
を
今
に
伝
え
る
最
大
級
の
亀
甲
墓

　

第
二
尚
氏
14
代
国
王「
尚
穆（
し
ょ
う
ぼ

く
）」の
第
二
子「
尚
図（
し
ょ
う
と
）」ま
た
の

名
を「
浦
添
朝
央
」（
う
ら
そ
え
ち
ょ
う
お
う
）

を
祖
と
す
る
浦
添
家
の
墓
で
す
。

　
「
御
殿
」と
は
、王
の一族
の
敬
称
で
す
。浦

添
家
は
、代
々
浦
添
を
領
地
と
し
て
浦
添
間
切

（
現
浦
添
市
）の
按
司
地
頭
を
務
め
、近
世
琉

球
を
代
表
す
る
政
治
家
や
文
化
人
を
輩
出
し

た
由
緒
あ
る
家
系
で
し
た
。墓
の
造
営
は
18
世

紀
末
と
さ
れ
、市
内
で
も
最
大
級
の
亀
甲
墓

で
、浦
添
家
の
栄
華
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

浦
添
よ
う
ど
れ

　
浦
添
城
跡
の
北
側
崖
下
に
あ
る
王
陵
で
、岩

陰
を
掘
り
広
げ
て
二
つ
の
墓
室
を
造
っ
て
い
ま

す
。向
か
って
右
側
が
英
祖
王
、左
側
が
尚
寧
王

の
墓
と
い
わ
れ
て
お
り
、内
部
に
安
置
さ
れ
た
石

厨
子
は
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
“
よ
う
ど
れ
”と
は
、沖
縄
の
古
い
言
葉
で

「
夕
凪
」を
指
し
、転
じ
て「
も
の
の
し
ず
ま
っ

た
状
態
」や
墓
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
戦
と
戦
後
の
採
石
工
事
で
ほ
と
ん
ど

が
破
壊
さ
れ
ま
し
た
が
、復
元
整
備
に
よ
り
往

時
の
姿
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

浦添ようどれ

浦添御殿の墓


